
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

西嵜結愛

森田綾

岡本恵美子
長谷かをる
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来週の奉仕者
（１１月２９日）

岩崎祥誉

西嵜芳栄
藤原友規子
泉水京子
眞砂香和　　　　　
辻総一郎
池田優香
山本麻美
行司伝道師
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  キッズブレッシングの礼拝は、私にとって、本当に心に響くも
のでした。私は３人の子の母親です。振り返ってみると、まだ幼
い子ども達を保育園に預けて仕事に行く時、こんなに小さいのに
一緒にいてあげられなくてごめんね、この子達はかわいそうな子
だ…といつも罪悪感がありました。我が子を保育園に預け、人様
の子供を育てている、私は何をしているんだろう…と。
　いつしか、私は彼らに失敗をさせないように、失敗する前に手
立てを打ったり、一緒にいてあげられなくてかわいそうだと思っ
て、欲しがるものを与えたり、私が思う姿に導こうとして彼らの
前にレールを敷いてしまったりしました。私自身もそう育てられ
たからです。私は、子どもは神様から預かった賜物だということ
を忘れていたのです。
　しかし、子ども達は神様と出逢うことで、自分の夢をもち、私
が敷いたレールとは全く違う道を歩むようになりました。まだま
だ親子共々様々なものと闘っており、失敗もありますが、その度
に教会の家族が向き合い、支えてくれることに感謝でいっぱいで
す。神様がモーセに言われたように、自分の足で立ち、神様の示
すところに遣わされていけることを願ってやみません。

神は仰せられた。
「私はあなたとともにいる。これがあなたのためのしるしである。
私があなたを遣わすのだ。あなたが民をエジプトから導き出すと
き、あなたがたは、この山で、神に仕えなければならない。」（出
エジプト記３章 12節）

　子どもたちが歌ってくれた『いのちの歌』
心が洗われるようで、震えるくらい泣けました。
『生まれてきたこと、育ててもらえたこと、出会ったこと、笑っ
たこと、
そのすべてにありがとう、この命にありがとう』
私の方こそ、生まれてきてくれてありがとう。

　詩篇78～ 84　水 81金 83
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平澤愛実　平澤義実

森田毅　新開陽

　　

（ ２０２０年１１月１５日 ）
（要約者：永井匡史）

誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

　特別夕拝
　天野先生

　今週も詩篇 (78 篇～ 84 篇 ) を読み進めていきましょう。先
週の 73篇より詩篇も第 3巻へと入っていきました。73篇～
83篇まで、アサフの賛歌として続いています。ダビデ時代、
神の箱がオベデ・エドムの家からダビデの町に運び込まれた
時、ヘマン、エタンと共に歌うたいとして抜擢され、先見者
とも呼ばれています。彼の子孫はアサフ族と呼ばれ、神殿礼
拝における賛美の職務を継承しています。バビロン捕囚から
の帰還者リストにはアサフ族の歌うたいとして 128 人が登録
されています。そしてまた、神殿再建の際にアサフ族は民の
先頭に立って賛美の務めを果したとも書かれています。アサ
フは、イスラエルの歴史の中でも屈指の賛美指導者であった
と記録されており、楽器を巧みに演奏し、ダビデの書いた詩
篇に音楽を足した優れた作曲家でもありました。アサフは、
ダビデ、ソロモンに仕えてきた人です。しかし、「アサフの賛
歌」はバビロンに捕囚されている時に書かれたものもありま
すから、アサフの子ども達によっても書かれたと言われてい
ます。代々続く音楽一家と言えますね。神様からの祝福や恵
みだけでなく、神を軽んじながらも経済的に豊かで、幸せそ
うに生活をしている人を見、疑問を持ち矛盾を覚える中で、
その問題や疑問を賛美に変え、神様に訴える賛美も作ってい
ます。そして、レビ人の家系でもありますから、民を正しく
礼拝に導くことのできる知識も持っていましたから、賛美を
通して人々を導くことも行っていたのでしょう。私達も、心
を注ぎ全身全霊の賛美を捧げる事で神様の御言葉を伝えてい
きましょう。

牧　一穂　牧師
西嵜芳栄

全本みどり
山本洋子
西嵜孝之

     1 日　堀川敬泰
    ２日　牧一穂
　４日　堀川智壽
　８日　村部竜輝
１１日　松崎智裕
　　　　

　１１日　牧征實　
　１５日　藤井サト
    １６日　日名良太
　１７日　秋山周平
　　　　　三村洋子
　
　

２０日　富岡美千男
２２日　佐々木亮祐
２３日　山口ヒサ子
２５日　牧尚美
　　　　酒井美津子

２６日　立藤佳子
　　　　高橋征之介
２９日　山本美保子
　　　　

　

11 月の誕生者
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聖餐礼拝
                     SDG`S ツリー

 私たちは子どものことを育てなければならないと思ってしま
います。しかし子どもは私たちが育てなくても育ちます。神
様が育つように彼らを造っておられるからです。私たちはそ
のお手伝いをしているだけなのです。子どもは決して私たち
のものではありません。神様から預かっているだけなのです。
だから私たちは礼拝を大切にし、右にも左にもそれることな
く、自らに与えられた道をいつも思い出さなければならない
のです

もし今、私たちが持っているものをすべて失ったとしたら、
それでも私たちは神様を選ぶという正しい判断ができるで
しょうか。私たちが子ども達に教えなければならないのはこ
の事です。子ども達が「この食べ物が嫌いだ」と言って食べ
なかった時、別の物をあげようとしないでください。食べた
くないのなら食べないでいいのです。私たちは彼らが求める
ものに応えようとしてしまいます。私たちは彼らに与えるた
めにいるのではなく、神様の前に正しく生きようとする生き
方を示すためにいるのです。
私たちは今与えられているものが当たり前でないことを伝え
ているでしょうか。何も持たずに生まれてきた私たちに、神
様はたくさんの物を与えてくださっています。そのことを私
たちはいつも子ども達に伝えていかなければなりません。
だから私たちは歴史から学ばなければなりません。昔のこと
を知っているお年寄りから、昔何があったのか学ぶ必要があ
ります。昔のことを知らない人が今のことを語る資格はあり
ません。だから聖書は私たちに歴史を伝えようとしているの
です。大人の役割は正しい世界観を教えることです。
私たちは子ども達に与えようとしてはいけません。自ら得よ
うとしなくなるからです。彼らが自ら願うようにならなけれ
ばいけません。そして願ったものをどうやって得られるのか、
その過程を一緒に見つけていくのです。

神様は、私たちをどのように育ててくれたでしょうか。信仰
を持った最初のころは、神様は私たちの願いを聞いて大事に
してくれます。しかしそこから信仰の成長とともに神様は私
たちとの関わり方を変えていきます。手を取って立ち上がら
せてくださるときもあれば、語りかけず、私たちの成長を待っ
ておられるような時もあります。その過程を経て、私たちは
成長し、神様だけに頼るということを学んでいくのです。
だから、隣の子と比較してはいけません。神様がそれぞれに
関わり方を変えたように、彼らがどのように神様に造られた
のかを知り、その子が正しい方向に向くようにそれぞれの方
法で関わっていかなければなりません。

親は自分を偽って、あたかも立派であるかのように見せよう
とします。しかし子どもはそれをすぐに見抜いてしまいます。
私たちは生き様を見せていくのです。自分を偽って大きく見
せる必要はありません。だから今自分に任されている環境を
子ども達にもちゃんと説明しなければなりません。しかしちゃ
んと説明しないから、子どもが苛立ちます。そして親が比較
するので、子どもも隣の子達と比較するようになります。そ
してそれを親がかわいそうに思い、買い与えるのです。こん
なことを繰り返していたら、その子の将来はどうなってしま
うでしょうか。だから、いつも神様の道に戻ろうとする姿を
見せていかなければなりません。そんな姿を見て子どもは親
を尊敬するようになります。
私たちは誰一人として立派な親はいません。子どもも私たち
の弱さを見破っています。大切なことはいくら失敗したとし
ても、そのたびに神様に立ち返ろうとする姿を見せて、本当
に立派な方がいるということを子ども達に教えることなので
す。そうすれば、いくら私たちにつまずいたとしても、彼ら
は正しく生きることが出来るでしょう。
彼らに神様を見させるためには、まず私たちが神様を見るこ
とが必要なのです。子ども達を心配し、かわいそうに思うそ
の場しのぎの行動が、彼らの将来の道を閉ざしてしまうので

す。パウロがダマスコで神様に出会ったとき、神様は彼に何
と言ったでしょうか。「自分の足で立て」と言ったのです。
私たちが彼らにできることは、自分の足で立つようにするこ
となのです

私たちが幸せになるために、ポイントは２つあります。
一つ目は隣の人を大切にすることです。神様に与えられた神
の家族を大切にしてください。私たちがお互いに手を取って
いくことができれば世界を変えていく役割が与えられます。
だから仲間を裏切らないでください。そして裏切られても信
じようとしてください。それは私たちがどれだけイエス様の
ことを何度裏切っても、イエス様はあきらめずに信じてくれ
ているからです。
そして二つ目は素直になるということです。
ヨセフはヤコブの１１番目の子どもとして誕生し、ヤコブか
ら誰よりも愛されて育ちました。しかし兄弟達からの嫉妬に
遭い、穴に突き落とされてしまいます。そしてそこから奴隷
としてエジプトへ売られてしまいます。どん底まで突き落と
されてしまったヨセフでしたが、王様の夢を解き明かし大飢
饉に備えることができました。それによって、彼は王様に次
ぐ地位を与えられました。そんな時、食糧難になった兄弟た
ちが、ヨセフの元にやってきました。ヨセフにも葛藤があっ
たでしょう。しかしその時、ヨセフは心を頑なにせず、素直
になって兄弟達を許しました。
モーセも神様に素直になった人物です。
イスラエルの民はその後、エジプトで増え広がりますが、奴
隷として働かされるようになります。そんなイスラエルの民
をエジプトから解放するため、神様はモーセを選ばれました。
しかしモーセは話すのが苦手でした。さらに自分の犯した過
去の失敗から、自分を否定し、自信がない状態でした。神様
の任命を最初は拒否したモーセでしたが、最後には彼は素直
に神様に従い、パロのところに向かいました。しかしパロは
モーセの言うことを聞き入れようとしませんでした。
その後、神様はエジプトに１０の災いをもたらし、最後には
パロの息子の命も奪われましたが、結局パロは最後まで心を
頑なにし、素直になることはありませんでした。イスラエル
の民を一度は解放しますが、その後彼らを連れ戻すために追
いかけに向かいます。紅海を前に行き先を失ったモーセ達で
すが、モーセは神様に祈り、海が分かれて出来た道を渡り、
助かります。そのあとを追いかけてきたパロの軍勢は、元に
戻ってしまった海に沈んでしまい全滅しました。
パロはどれだけ神様がモーセを通して語られても、災いが起
こったとしても、最後まで心を頑なにしました。
ヨセフは兄弟たちに再会したとき、葛藤はあったでしょうが、
素直になって彼らを許しました。
モーセも神様から選ばれたとき、苦手なことであっても素直
になって神様に従いました。
私たちはどちらを決断しますか。

「大人の在り方。正しい世界観」   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   申命記6：4～12

　　　

魂を静め知恵を聴く

偽らない

生き様を伝える　個性と比較

子ども達にむけて　幸せになるために

さいごに
神様は私たちを愛しています。私たちを祝福し、導こう
とされています。しかしそのために私たちが素直になら
なければいけないのです。私たちが素直になって正しい
生き方をするために、イエス様は十字架に架かって死ん
でくださいました。イエス様は誰よりも素直になって、
十字架の死にまで従われたのです。
子ども祝福式とは、大人である私たちが正しく生きてい
るかを確かめる日です。子どもたちに正しい世界観を教
え、たとえ失敗したとしても心を素直にし、何度でも神
様に立ち返る生き様を示していきましょう。
そして子どもたちが生涯神様を見ることができるように
祈りましょう。目に見えるものではなく、目に見えない
神様が私たちを愛してくださっているということを、知
ることができますように。

神様は私たちを愛しています。私たちを祝福し、導こう
とされています。しかしそのために私たちが素直になら
なければいけないのです。私たちが素直になって正しい
生き方をするために、イエス様は十字架に架かって死ん
でくださいました。イエス様は誰よりも素直になって、
十字架の死にまで従われたのです。
子ども祝福式とは、大人である私たちが正しく生きてい
るかを確かめる日です。子どもたちに正しい世界観を教
え、たとえ失敗したとしても心を素直にし、何度でも神
様に立ち返る生き様を示していきましょう。
そして子どもたちが生涯神様を見ることができるように
祈りましょう。目に見えるものではなく、目に見えない
神様が私たちを愛してくださっているということを、知
ることができますように。
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田城一愛

草井琴乃

山口ヒサ子
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岡本克子
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